
コロナワクチンを接種した方々には辛い話しかもしれない。 
パニックを起こすかもしれない。不安を煽ると非難されるかもしれない。 
しかし現実を知らせていくことは医師としての義務だと思います。 
やらなければならないことだと覚悟してのお知らせです。 

全国の皆さんに知って頂く必要があります。泣き寝入りはさせません。 
全力で患者救済と責任者追及の闘いをしていきます。 

全国有志医師の会代表　藤沢明徳

コロナワクチン（mRNAワクチン）についての知見 
2022年7月現在で分かっていること

①　２年半前の武漢株対応ワクチンなので、現在のオミクロン株 
　には無効。むしろマイナス効果しかない。 
　　　　　⇨　打てば打つほど感染します！ 

②　重症化予防効果はじめの１～２ヶ月だけ。 
　　その後はマイナス効果。 
　　　　　⇨　打てば打つほど死亡します！ 

③　正常な免疫の学習、整調を妨害します。 
　　　　　⇨　打てば打つほど免疫力低下！ 
　　　　自然界の中で生きていけない身体になります！

《オミクロン株対応２価ワクチンの本当の話》 
　　　　①子供での安全性は確認されていない 
　　　　②ファイザー社のBA.4-5対応型ワクチンはマウスでの臨床データしかない 
　　　　③オミクロン株対応ワクチンは効くか効かないか効果は不明 

　こんな条件で承認された製剤に、自らの命をかけますか？ 
子ども達を実験台にさせますか？

《コロナワクチン接種をこれまでに受けた方々へ》 
原因不明の体調不良、自己免疫疾患、極度に進行の早い癌（ターボ癌）、
ヤコブ病（狂牛病）の発症が危惧されます。 
いつ発症するか分かりません。将来に備えて以下のことをお勧めいたします。 
　　①　ワクチン接種証明書の保管 
　　②　体調に変化があったときは常に記録（メモ）をとり保管 
　　③　コロナワクチン接種の前の健診やドックのデータを保管 
将来何かあったときの裁判資料として必要になります。 
『薬害事件裁判』に備えましょう。　　　　　　（2023年3月29日作成・4月12日改定） 

　医療法人社団心　ほんべつ循環器内科クリニック 
理事長　　藤沢　明徳

*本翻訳は MediTRANS（http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv）という機械（AI）翻訳エンジンによるものであり，人による翻訳内容の検証等は行
っておりません。従いまして本翻訳の利用に際しては，原著論文が正であることをご理解の上，あくまでも個人の理解のための参考に留めていただき

ますようお願いいたします。 
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新たなクロイツフェルト-ヤコブ病の出現: 

COVID-19注射の数日後に発生した 
ヒト型狂牛病の 26症例 
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1 Biomathematics; Luc Montagnier Foundation; corresponding author, jeanclaudeperez2@gmail.com  
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リュック・モンタニエ医学博士、ノーベル賞受賞者、尊敬する同僚、友人は、この著作の予備稿が完成

して間もない 2022年 2月 8日にこの世を去り、彼の共著者たちは、いくつかの事例や新しい情報を追加
してこの最新の報告書に引き継いだ。これは、リュックの天才的な才能と精神を表現した、生涯で最も

重要な仕事かもしれない。入院中も、彼はこの論文の出版を最も重要視していた。彼は、リュック・モ

ンタニエ財団 Quai Gustave-Ador 62 1207, Geneva, Switzerlandより名誉を授与された。  

要約 
クロイツフェルト-ヤコブ病は、以前はまれであったが例外なく死に至るヒトのプリオン病であり、正常
では数十年かけて進行して死に至る。本稿の付録では、最初の SARS-CoV-2のスパイクタンパク質および
武漢ウイルスから構築された全ての「ワクチン」変異体にプリオン領域が存在することを強調する。
SARS-CoV-2のスパイク中のプリオン領域は、スパイクの残りの部分よりも変異の頻度が 8倍高くなって
いるが、不思議なことに、オミクロン株ウイルスではプリオン領域全体が完全に消失する。本文では、
2021年に診断され、Pfizer社、Moderna社、または AstraZeneca社による COVID-19の注射後平均 11.38日
以内に最初の症状が出現した Creuzfeldt-Jacob病の症例 26例を提示する。急速に進行するクロイツフェル
ト-ヤコブ病の明らかに全く新しい型であるヒトプリオン病の非定型および新規症例の原因となる進行、
すなわち病因病理発生(etiopathogenesis)については、症候性発症の経緯に焦点を当てる。これは既往の観
点から考察したものであり、COVID以前の Creuzfeldt-Jacob病の典型的な発症と、調査対象となった 26症
例における類似症状の極めて急速な発症を比較したものである。このようなアプローチにより、より急
速に発生するこの新しいヒトプリオン病を理解する上で重要となる病因を解明したいと考えている。以
前は亜急性で緩徐に発症していた疾患が過去に続いた一連の経過を思い出し、この新しく極めて急性で
急速に発症したプリオン病(通常は 2回の COVID-19注射の直後に発症する)と比較することによって、こ
れら 26例の疾患は注射によって引き起こされたと推測するのが正しいと考える。もしそうであれば、そ
れらはおそらく他の多くの症例も引き起こしているが、それらは急速に進行して死に至るため、診断さ
れていない。2021年末までに、20名が原因となった注射から 4.76カ月以内に死亡した。このうち 8例は
2.5カ月以内に突然死亡し、この加速型のクロイツフェルト-ヤコブ病の急速な進行が確認された。2022年
6月までにさらに 5人の患者が死亡したが、本稿執筆時点で生存している患者は 1人のみである。 
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　当院ではコロナワクチン接種後の長引く体調不良（ワクチン後遺
症）に対する治療を行っています。ワクチン接種直後だけでなく、半
年、１年以上経ってから発症するケースがあることも分かってきまし
た。またコロナ感染を契機に発症することもあります。 
「コロナ後遺症」と報道されている症例のほとんどはワクチン後遺
症であることも解明されています。 
　これまでにワクチン後遺症として治療を受けた方は、法律に従っ
て「予防接種後健康被害救済制度」の申請を行うことをお勧めし
ます。認定されると医療費の補助を受けることができます。 

　コロナワクチン後遺症は史上最悪・最大の『薬害事件』です。 
　当院では新型コロナワクチンの副反応情報を「独立行政法人 医薬
品医療機器総合機構（PMDA)」へ報告しています。医師には報告義
務があります。患者自身やその家族が報告することもできます。これ
までにワクチン後遺症治療を受けられた方、ワクチン後遺症かもと
感じる方は、ワクチン接種証明書を持参のうえご相談ください。 

　　PMDA（独立行政法人　医薬品医療機器総合機構）に報告する　!　 

これまでにコロナワクチン後遺症の治療を受けた方、 
コロナワクチン後遺症かもと感じる方へ
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新型コロナワクチン接種後健康被害救済審査状況 
・審査された９割前後が認定　　・今後ますます申請は増加が予想 
・未着手が65％　　　　・厚労省は審査会の回数を増やして対応 
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